
 135

はてなをつなぐ にーズをつなぐ いのちをつなぐ     http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f420082/ 
元気な学校づくり通信         第117号        神奈川県教育委員会 

 

はにい   仲良くなるためには？   平成27年12月１日 

 

「ねぇ、みんな！この前の授業で誰かが言って

くれたんだけど、みんな、自分の【小さ                     

な友だち】をクラスのお友達に紹介してみたい

ですか？」 

「紹介したい！」 

「お話ししたい！」 

「すごく仲良くなれているから見せたい！」 

                     

「そうですか。それでは発見したことや仲良                     

くなれているところを紹介しましょう！」 

 と始まった生活科の授業。 

 熱弁を振るう子ども達の表情は真剣そのもの。 

「こっちがトノサマバッタでこっちはツチイナゴ」 

「ほら、この目のところに黒いカーブがあるんだ」 

「おしりと触覚を触ると嫌がるから触っちゃだめ」 

【小さな友だち】と一緒に、仲良くなる秘訣を紹介

する。 

 

「うちのメダカは、背中が茶色っぽいんだよ」 

「ほらみて、ここ、ここ！」  

「暗いところにいるからかな？」 

「水が濁っていて安心しているんだよ」 

「僕のカマキリは、草がいっぱいあると    

ころにいたからそんな感じになっている」 

「食べ物はバッタだから、入れてある」 

その時、自称バッタの【大きな友達】から

声が上がった。 

「え？バッタ？」   

「そうだよ、バッタは草を食べるいのち。

カマキリは、バッタを食べるいのち。ほら

こんな風に・・・」 

「ひーっ！それはやめて！」 

 

【小さな友だち】の紹介は、大きな壁にぶ

つかった。 
 
 

            『はにい』はコミュニケーションツールです。 みんなで語り合いましょう。 

ご意見・ご感想は →  inochi4027@pref.kanagawa.jp 
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